
事業番号 - - -

（ ）

現状・課題
（5行程度以内）

翌年度へ繰越し（D) ▲ 3,185 - ▲ 1,449 -

3,634

重要政策推進枠　815百万円

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

創薬等に資する支援技術基盤（共用ファシリティ）を整備し、積極的な外部共用や技術的な支援等を大学等に行い、アカデミアにおける創薬研究をはじめとする幅
広い分野のライフサイエンス研究を推進する。
支援体制は構造解析ユニット、発現・機能解析ユニット、インシリコ解析ユニット、ヒット化合物創出ユニット、モダリティ探索ユニット、薬効・安全性評価ユニットから
なり、研究領域を跨ぐ横断的な連携の取組も行う。

実施方法 補助

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 7,450 7,005 3,702

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

7,450 7,005 3,702 6,068 4,449

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 5,344 3,820 3,702 3,634 4,449

- 3,185 -

国立研究開発法人日本医療研究開発機構が実施する本事業について、当該経費の補助を行うもの【補助率：定額】

平成14年度
事業終了

（予定）年度
令和8年度 担当課室

1,449 -

補正予算（B) 5,291 - 1,449

985

985

令和5年度第1次補正予算

2023 文科 22 0294

文部科学省

政策 9　未来社会に向けた価値創出の取組と経済・社会的課題への対応

事業の目的
（5行程度以内）

平均寿命は年々延びて男女ともに世界最高水準に達しており、1994 年に 14％、2007 年に 21％を超えた高齢化率（65 歳以上人口割合）は、2018 年には 28.1％
に達するなどますます高齢化が進展している。総人口が減少する中で高齢化率は今後も上昇が見込まれるとともに、現役世代の減少は加速し、2040 年には現役
世代 1.5人で 65 歳以上の者 1 人を支えることになると予想される。加えて、健康寿命も順調に延びており、2016 年には男性 72.14 歳、女性 74.79 歳となってい
る。健康寿命と平均寿命との差、すなわち疾病などの健康上の理由により日常生活に制限のある不健康期間は、2010 年から 2016 年の間に男女ともに約 0.3 年
が短縮されたものの、依然として 10 年近くの期間を占めており、更なる短縮に向けた取組を実施することで、健康長寿社会の形成を目指す。

ライフサイエンス課
ライフサイエンス課長
釜井　宏行

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

健康・医療戦略推進法
国立研究開発法人日本医療研究開発機構法

関係する
計画、通知等

健康・医療戦略（第1期：平成26年7月閣議決定、平成29年2月一部変更、第2期：令和2年3月27
日閣議決定）、医療分野研究開発推進計画（第1期：平成26年7月健康・医療戦略推進本部決定、
平成29年2月一部変更、第2期：令和2年3月27日健康・医療戦略推進本部決定）、「統合イノベー
ション戦略2020」（令和2年7月17日閣議決定）、「バイオ戦略（基本的施策）」（令和2年6月26日統
合イノベーション戦略推進会議決定）

事業名 生命科学・創薬研究支援基盤事業 担当部局庁 研究振興局 作成責任者

事業開始年度

施策 9-3 健康・医療・ライフサイエンスに関する課題への対応

政策体系・評価書URL

主要経費 科学技術振興費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.mext.go.jp/content/20221215-mxt_kanseisk01-000026547-
29.pdf

事業概要URL
https://www.binds.jp/about

(項)
令和5・6年度

予算内訳
（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 3,634

4,449

72%

執行率（％）
=(G)/(F)

100% 100% 100%

研究開発推進費

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
70%

主な増減理由（・要望額・予備費）

183%

令和6年度要求

　

　

　

(目) 医療研究開発推進事業費補助金

その他

4,449

第６期「科学技術・イノベーション基本計画」（令和３年３月26 日閣議決定）では、「医療分野の基礎から実用化まで一貫した研究開発を一体的に推進する」とされて
おり、また、「健康・医療戦略」（令和２年３月27 日 閣議決定）では、「創薬デザイン技術や化合物ライブラリー、解析機器の共用など創薬研究開発に必要な支援基
盤の構築に取り組む」とされていることから、今後も継続的・戦略的にライフサイエンスに関する研究支援基盤を整備・強化していくことが必要である。

令和6年度要求

-

-

-
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アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

5654 56

成果実績

269

目標値 件 874

103.9 251.4

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

56

化合物提供件数は、創薬シーズを取得する試みを表したものであり、ライフサイエンスに係る研究を支援する拠点整備等を通じたイノベーションの貢献を測るため
の目安と考えるため。

-

93.8％

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

59

-

-

8

新たな創薬シーズ件数は、ライフサイエンスに係る研究を支援する拠点整備等を通じたイノベーションの貢献を測るための目安と考えるため。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

医療分野研究開発推進計画

令和2年度 令和3年度

98.8

8 年度

前年度以上の新たな創薬シーズ件数
創薬支援により新たに創薬
シーズが見つかった件数（年
度）

達成度

単位 令和2年度

85.3

目標最終年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

研究課題の支援 実施課題数
活動実績

年度

883 107

定量的な成果指標 単位

件 59

目標年度
令和4年度

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 件

56 -

56

活動目標 活動指標

54

達成度 ％

前年度実績と過去3年の伸び率平均か
らの算出した予測値以上の化合物提供
件数

創薬支援の取組における化
合物提供件数（累積）
※令和4年度が現行事業の開
始年度のため、累積値をリ
セット

成果実績 件 791 917

90.5

優れた基礎研究の成果を医薬品等としての実用化につなげるため、創薬等のライフサイエンス研究に資する高度な技術や施設等を共用する先端研究基盤を整
備・強化して、大学・研究機関等による創薬標的探索研究や作用機序解明に向けた機能解析研究等を支援する。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

医療分野研究開発推進計画

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

-

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

件 81 80 75

目標値 件 95 81 80



活動内容②
（アクティビティ）

優れた基礎研究の成果を医薬品等としての実用化につなげるため、創薬等のライフサイエンス研究に資する高度な技術や施設等を共用する先端研究基盤を整
備・強化して、大学・研究機関等による創薬標的探索研究や作用機序解明に向けた機能解析研究等を支援する。

↓

活動目標及び活動実績
②

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

研究課題の支援 実施課題数
活動実績 件 59 59 56 56 -

当初見込み 件 54 54 56 56 56

↓
成果目標②-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

創薬支援の取組における放射光施設外部利用件数は、ヒット化合物の最適化を通じた創薬シーズの開発に繋がるものであり、ライフサイエンスに係る研究を支援
する拠点整備等を通じたイノベーションの貢献を測るための目安と考えるため。

成果目標及び成果実績
②-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

8 年度

前年度以上の放射光施設外部利用件
数

創薬支援の取組における放
射光施設外部利用件数（年
度）

成果実績 件 73 142 510 -

目標値 件 120 73 142 -

達成度 ％ 60.8 194.5 359.2 -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

AMED調査

↓
成果目標②-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

構造解析関連の論文発表数は、ライフサイエンスに係る研究を支援する拠点整備等を通じたイノベーションの貢献を測るための目安と考えるため。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

AMED調査

成果目標及び成果実績
②-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

8 年度

前年度以上の構造解析関連の論文発
表数

構造解析関連の論文発表数
（年度）

249 188 294 -

目標値 件 193 249 188 -

達成度 ％ 129 75.5 156.4 -

成果実績 件

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ②について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ②についてアウトカムが複数設定できない理由

-



-

当初見込み 件 54 54 56

目標値 件 556 433 477 -

活動内容③
（アクティビティ）

優れた基礎研究の成果を医薬品等としての実用化につなげるため、創薬等のライフサイエンス研究に資する高度な技術や施設等を共用する先端研究基盤を整
備・強化して、大学・研究機関等による創薬標的探索研究や作用機序解明に向けた機能解析研究等を支援する。

↓

活動目標及び活動実績
③

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

研究課題の支援 実施課題数
活動実績 件 59 59 56 56

56 56

↓
成果目標③-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

創薬支援の取組における放射光施設外部利用件数は、ヒット化合物の最適化を通じた創薬シーズの開発に繋がるものであり、ライフサイエンスに係る研究を支援
する拠点整備等を通じたイノベーションの貢献を測るための目安と考えるため。

成果目標及び成果実績
③-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

8 年度

前年度以上の支援実施数 横断的な支援実施数（年度）

成果実績 件 433 477 1,430 -

達成度 ％ 77.9 110.2 299.8 -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

AMED調査

↓
成果目標③-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

論文発表数は、ライフサイエンスに係る研究を支援する拠点整備等を通じたイノベーションの貢献を測るための目安と考えるため。

-

達成度 ％ 129.1 74.5 177.1 -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

AMED調査

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ③について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ③についてアウトカムが複数設定できない理由

-

成果目標及び成果実績
③-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

8 年度

前年度以上の論文発表数 論文発表数（年度）

成果実績 件 638 475 841 -

目標値 件 494 638 475



-

目標年度における効果測定に関する評価（令和9年度実施)

-
点検結果

・本事業はアウトカムにおいて目標を達成しており、医療分野の研究開発の推進に寄与して
いると考えられる。
・国立研究開発法人日本医療研究開発機構において、研究開発課題評価に関する規則を
踏まえ課題評価委員会が設置され、研究開発課題評価等が実施されている。当該委員会
において事業の進捗状況管理や効果的・効率的な運営方法等について、評価を受けること
で、合理的な事業運営が行われている。

健康・医療戦略（令和2年3月27日閣議決定、令和3年4月9日一部変更）、医療分野研究開発推進計画（令和3年4月6日健康・医療戦略推進本部決定）

-

本事業については、所管部局による自己点検の結果を踏まえ、特段の見直しは要しないものと考えられる。

外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外

0271

2021 文科

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0243

-

-

令和2年度 文部科学省 0244

0267

令和4年度 2022 文科 21

引き続き政府の全体方針に基づき効果的・有効な事業を推進し、予算を効果的かつ効率的に執行していく。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

20

令和元年度

平成28年度 244

平成29年度 252

令和3年度

平成27年度

文部科学省

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 -

平成25年度 -

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

-

現状通り

現状通り

新27-0025

平成30年度 249

平成23年度 -

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

平成26年度 26-214、26-215、26-216 26-224 26-229 26-230

備考

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善
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　費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

物品費 備品、消耗品等の購入費用

3

一般管理費 　

そのほか 57

20

人件費・謝金

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

その他

計 3,702 計 810

　 24

旅費 　

120

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

補助金 医療分野の研究開発 3,702 委託費 委託経費 586

文部科学省

3,702百万円

A. 国立研究開発法人

日本医療研究開発機構

3,702百万円

補助事業の管理等に係る事務費
①人件費・謝金 70百万円
②共通経費      21百万円
③旅費              3百万円
④不用額             10百万円

B. 大学・研究機関・企業等

（全56機関）

国立研究開発法人理化学研究所等

補助金等交付

創薬・医療技術等のライフサイエ
ンス研究に活用可能な最先端の計
測・分析装置等を企業や大学等に
対して広く共用するとともに、共同
利用の促進に取り組む。 また、広
く研究者が最先端の創薬・医療技
術支援基盤を共用する取り組みを
支援するとともに、研究者等の利
便性及び研究の効率性の観点か
ら、これらの基盤が一体として活用
できる体制を整備し、共用のため
に必要な運営経費等を支援。



支出先上位１０者リスト

A.

B

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

-

10 国立大学法人九州大学 3290005003743
グリーンファルマ創薬構造解析による支
援高度化の推進 50 補助金等交付 - - -

- -

9 国立大学法人東北大学 7370005002147
ゲノム・オミックス･タンパク質構造情報を
活用したアカデミア発の創薬支援 60 補助金等交付 - -

- - -

8 国立大学法人東京大学 5010005007398
クライオ電子顕微鏡による分子・細胞構造
解析の支援と高度化 64 補助金等交付 -

7 国立大学法人北海道大学 6430005004014
クライオ電子顕微鏡等の立体構造・物理
化学解析を基軸とした統合的創薬支援 76 補助金等交付

-

6 学校法人早稲田大学 5011105000953
１細胞／微小組織マルチオミックスのオー
ルインワン解析による生命科学研究の支
援

83 補助金等交付 - - -

- -

5 国立大学法人東京大学 5010005007398
BINDS司令塔・調整機能の活動サポートを通じ
た事業横断的な支援体制の構築と事業マネジメ
ントスキームの確立を目指す取組み

94 補助金等交付 - -

- - -

4
国立研究開発法人理化学研
究所

1030005007111
生体試料を用いた大規模機能ゲノミクス
解析支援及びヒト免疫機能評価基盤の高
度化

110 補助金等交付 -

3 国立大学法人大阪大学 4120905002554
創薬サイエンス研究支援基盤の統合によ
る創薬イノベーションの加速 455 補助金等交付

-

2 国立大学法人東京大学 5010005007398
企業ノウハウとアカデミア支援経験に基づ
く創薬リード創製支援 456 補助金等交付 - - -

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
国立研究開発法人理化学研
究所

1030005007111
生命科学と創薬研究に向けた相関構造解
析プラットフォームによる支援と高度化 810 補助金等交付 - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
国立研究開発法人日本医療
研究開発機構

9010005023796 医療分野の研究開発 3,702 補助金等交付 - - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率
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